
 
 
 
 
 
 
 

 
 

秋冷の候、皆さまにおかれましては、益々のご健勝のこととお慶び申

し上げます。また、日頃よりのご支援・ご協力ありがとうございます。 

今夏、全国各地で猛威を振るった局地的豪雨は、本市も例外でなく

山間部で崖や道路が崩落する被害が発生しました。市民の安全・安心

のため、皆さまと行政が力を合わせ防災・減災力の向上に平時から取

り組めるよう、一層注力していきたいと思います。 

定例９月議会では「平成 28 年度一般・特別会計決算」ならびに、

９議案などが上程され、慎重・審議のうえ可決しましたので、その内

容など一部抜粋してご報告させて頂きます。 

 

 

 

  

相談内容： トヨタ車体吉原工場の北門前の市道に車の通行による「わだち」が出来ており、雨の

日歩道を歩くと車に水を掛けられてしまうので、舗装整備を行って欲しい。 

対策内容：現地を確認し担当部局に相談を行いました。過去にも部分的な補修を何度か行っていま

すが、同様の対策を行ってもすぐにわだちが出来てしまうことが懸念されることから、全面補修

の予算を年度計画に計上して頂き交差点間の路面舗装を行って頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらしの相談改善内容の紹介 

観光地紹介 豊田市小原町  「四季桜」 写真提供：ツーリズムとよた 

 

 

 

＜ 対 策 前 ＞ 

＜ 対 策 後 ＞ 

これまでの補修跡 

全面舗装実施後 

＜ 対 策 前 ＞ 

＜ 対 策 後 ＞ 道路両側一体に 

わだちが出来ている 

わだち部分 トヨタ車体吉原工場 

吉原町 

舗装部分 

吉原町向イ野交差点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度一般会計決算報告！ 
９月議会で審議された平成 28 年度一般会計の決算審議内容を報告します。私達の税金が 

どのように使われたのか、議会でのチェックと審議会での質問により確認を行いました。 

市税の内訳 金　額　 前年度比 

個人市民税　 316.1億円 ＋5.3億 

法人市民税 　357.0億円 ＋3.2億 

固定資産税 　393.6億円 ＋18.2億 

都市計画税　　 39.5億円 ＋0.6億 

事業所税 　71.1億円 ＋0.5億 

※固定資産税：企業業績の好調を受けての設備投資等
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平成２８年度歳入 1,953 億 7,905 万円 

前年度比 14 億 1,262 万円(0.7％)増 

平成２８年度歳出 1,865 億 7,584 万円 

前年度比 1 億 2,743 万円(0.1%)減 

 

収入（市に入ったお金）

市税 市民の皆さんが納めるお金

国庫支出金 国から入るお金で、使い道が決められ

ているお金

県支出金 県から入るお金で、使い道が決められ

ているお金

地方交付税 国から入るお金で、使い道が自由なお金

市債 国や銀行などから借りたお金

繰越金 主に貯金（基金）を取崩したお金

その他 全年度からの繰越金や手数料
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決算における歳入は過去最高。主な要因として企業の設備投

資による固定資産税の増加、給与取得の増加による個人市民税

の増加、企業業績の好調をうけた法人市民税の増加。 

歳出については 10 の取組が示され、「重点目標」を設定し総

合的な調整の下で関連する事業が展開された。 

 ＜ 主な実施事業 ＞ 
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財政指数から健全といえます。 

支出（市が使ったお金）

総務費 地域振興や庁舎管理、選挙などのお金

民生費 高齢者や障がいのある人、子育てなどを

支えるためのお金

衛生費 病気の予防、ごみ処理・環境保全等のお金

土木費 道路や公園などを整備するためのお金

教育費 学校整備やスポーツ・文化などを盛んに

するためのお金

公債費 借入金（市債）を返すためのお金

その他 消防費や商工費、農林水産業費

（％） 

（％） 

（％） 

（％） 

中心市街地活性化への取組の１つ、駅前通り北地区市街地再

開発の事業の推進。（商業施設ＫiTARA 平成 29 年 11 月オープン） 

急病や子育ての悩みや不安に 24

時間 365 日対応するの育急（い

っきゅう）さんコールを開設。 

豊田地域医療センター再

整備に向けた実施設計、付属

建物等の一部解体 

豊田地域医療センター 

商業施設ＫiTARA 中心市街地将来構想 

市税 



 

 

 

国の方針によりデジタル防災行政無線を整備し

た。しかし中山間地域を中心に難聴エリアが発生

し防災ラジオ（戸別受診機設置）を求める声が多

く、情報難聴エリアを確実に網羅する目的として

280ＭＨｚ同調無線システムを整備。 

防災ラジオは、自動起動し音声が流

れる。また、聴覚者に配慮して内容を

文字で表示するタイプも販売。 

整備計画：平成 30 年 10 月～平成 30 年 2 月 

※防災ラジオの販売等は整備後に決定。 

 

ＪＲ東海が発行する「ＴＯＩＣＡ」を導入し、

愛知環状鉄道利用者の利便性を向上のため、IC

カード乗車券システム導入する整備に対し国・

県・沿線市（豊田市・岡崎市・瀬戸市・春日井

市）が協調し、補助を行い円滑な事業を推進。 

＜IC カード導入計画＞ 

整備期間：平成 29 年度～平成 30 年度 

利用開始：平成 31 年春（予定） 

※ｍａｎａｃａ（マナカ）等のＩＣカードも利用可能 

 

 

豊田市は地方からの転入も多い反面、家族形成期には市外へ

転出する（転出超過）状況。原因の１つとして宅地の供給不足

が問題となっている。条例により、みずほ大学跡地を建築物制

限の一部を改正することで住宅系開発を可能にする。 

[名称 ] 平戸橋波岩地区計画 

[面積 ] 約 7.4ha（地区整備計画域 6.7ha） 

[位置 ] 平戸橋町波岩、青木１丁目の各一部 

[目的 ] 住宅系開発 

[戸数 ] １２２戸 

 
 

豊田市駅周辺で公共交通機関の待合や休憩を快適にできる公益施設を整備。 

トイレは多目的、授乳場所、おむつ交換が可能なスペースを

確保するなど、こども連れの女性に配慮。喫煙所は先進技術

より煙や臭いを排出しない対策を実施。情報コーナーは公共

施設や観光地のパンフレット等、特産物を展示し購入できる

場所の案内やハーモの受付、会員登録、利用案内など。 

同時にウェルカムセンターも設置し、飲食物販サービス等の

情報提供。また、スタッフは街の案内人の役割を担う。 

利用開始：平成 29 年 11 月共用開始 

９月議会で可決した議案を紹介 

愛知環状鉄道 

豊田市駅 

複合施設 

ウェルカム
センター 



 

 

 

平成 29 年 9 月 17 日（日）ものづくり創造拠点「ＳＥＮＴＡＮ」が開所しました。 

この施設は豊田市名誉市民である豊田英二氏のご遺族による寄付金を活用し整備され、ものづく

りに関する事業を一体的に集約し、ものづくりを行うあらゆる企業・団体等への総合的な支援体

制を整備。また、子どもから大人まで切れ目のない人材の育成を図る「総合支援施設」となって

おり「新たな事業展開」「イノベーション創造」「ものづくり人材育成」を集中支援します。 

＜施設概要＞ 

１.アイデアの試作開発の場「ものづくりスペース」 

２.企業等の新たな価値を生み出す「交流スペース」 

３.ものづくり学習を支援する「とよたサポートセンター」 

４.企業の技術・経営の課題解決を支援する「とよたイノ 

  ベーションセンター」 

 

 

 

平成 29 年 8 月 29 日(火)に市民フォーラム※１として太田稔彦豊田市長に平成 30 年度に向け

た政策要望の申し入れを行いました。この要望書は連合・自動車総連・全ト労連を始め支持母体

である労働組合や協力企業、地域の皆さまの声を政策に反映させるものであり、行政側の次年度

事業計画や予算編成を行うタイミングに合

わせ提出しています。平成 30 年度は安

全・安心社会の実現をベースに、課題と捉

えているタイムリーな宅地供給、待機児童

対策、介護を含めた高齢者施策など、豊田

市に本市に住み続けたい、また選んでいた

だけるよう議論に議論を重ね３つの柱※２

で 32 項目を要望しました。 

<市長コメント> 

豊田市も財政的に厳しいが顕著な企業努力もあり、ある程度の歳入が見込める

ため今後に向けやり残した事業等を精査し、要望内容も考慮しながら前向きに検

討させていただく。 
※１ 市民フォーラムとは･･･⇒トヨタ系市議１０名で構成する会派 

※２ ３つの柱①安全・安心なまちづくり ②住み続けたい快適なまちづくり ③持続可能なまちづくり 

 

 

 

 

 

 

ものづくりの意思を後世につなぐ施設が完成！ 

平成 30 年度に向け皆さまの声を市政に要望！ 

◆ひあて浩介へ皆様のご意見・ご要望・困りごとがありましたらお寄せください。 

TEL：（自宅）0565-54-1190  

 TEL：（携帯）090-8325-0769  

○フェイスブック・インスタグラムで日々の活動をアップしています。是非覗いて申請して頂けたら幸いです。 

※表紙の写真は「ツーリズムとよた」の許可を頂き、豊田市の観光地を紹介するページとして活用しています。 

 

ひあて浩介 

  ＳＥＮＴＡＮ（センタン）に込めた思い

・閃鍛（造語）=「閃きを鍛える（発想）」
 ・千鍛　　 　 =「千の訓練で鍛えるれば事は全うできる（根気）」

     →豊田佐吉氏の格言の一部

・先端　　　 =「先を行くもの」

ものづくりに必要で

重要な要素


